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お知らせ市の花・木・鳥・石・カエルが決まりました! ポルトガル語版広報

しみんのトビラ

［つくで祭り］
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent.hp.infoseek.co.jp/
をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科
診療時間―――――――――
午後8時～午後11時
受付　―――――――――――
午後7時30分～午後10時30分
開設日――――――――――
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日――――――――――
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所　―――――――――
新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（新城市民病院東側隣接地）
　24-1161
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　毎年11月に行われる“つくで祭り”
は「手づくり手づくし手わたし作
手」をテーマに今年26回を数えま
す。広く作手地区を知っていただく
ために“おもてなしの心”でお客さま
を迎えています。
�会場では同地区の旬の味や農産物
の販売、各種の体験コーナーなどイ
ベントが盛りだくさん。秋の一日を
つくで祭りで。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

ほうらいクリニック（大野）

むらまつ内科（東新町）

内山医院（平井）

高木内科医院（栄町）
さくら眼科（上平井）

ちさと医院（杉山）

今泉病院（栄町）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

静巌堂医院（副川）

ながしのクリニック（長篠）
石川整形外科クリニック（平井）

くまがい医院（富永）

緑が丘診療所（緑が丘）

荻野医院（長篠）

宮本病院（海老）

中村医院（的場）

あいきょうクリニック（大野田）

おさだファミリークリニック（本町）
皮フ科新栄クリニック（平井）

中根医院（本町）

しんしろフィットクリニック（川路）

米田内科（平井）

茶臼山厚生病院（富沢）

ほうらいクリニック（大野）

内山医院（平井）

むらまつ内科（東新町）

のだクリニック（中市場）
春日眼科（杉山）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

中村医院（的場）

星野病院（大野）

高木内科医院（栄町）
さくら眼科（上平井）

ほうらいクリニック（大野）

むらまつ内科（東新町）
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11 ［ つくで祭り］

今 月 の 人 口
平成22年10月1日現在
（前月比）

総人口…… 50,746人（　－9）
男………… 24,997人（　±0）
女………… 25,749人（　－9）
世帯数……………… 16,643

出生……28人
死亡……43人
転入……76人
転出……70人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

月
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史
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介
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介
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名　
　
　
　
性
別　

　
保
護
者　
　
　

地　

区

9月届出分元気でよい子に…
※9月1日～30日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

　
　
　
　
　

11
月
の
番
組
表

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日

　

～
11
月
3
日

11
月
3
日

　

～
11
月
10
日

11
月
10
日

　

～
11
月
17
日

11
月
17
日

　

～
11
月
24
日

11
月
24
日

　

～
12
月
1
日

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城

・
巴
小
学
校　

1
週
目

・
ニ
ュ
ー
ス　

新
城R

u
n

 F
e
s
2

0
1

0

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

沢
の
会（
塩
沢
地
区
）

・
巴
小
学
校　

3
週
目

・
新
城
S
バ
ス
の
旅　

作
手
線

・
ち
び
っ
こ
運
動
会�

・
海
老
小
学
校　

3
週
目�

・
も
み
じ
ま
つ
り

・V
o

ic
e
s
 o

f 

し
ん
し
ろ2

0
1

0

・
巴
小
学
校　

２
週
目

・
新
東
名
高
速
道
路
の
工
事
進
捗
状
況

放
送
日

番
組
内
容

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　
　info

@
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.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
10
月
15
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

1歳　（平成21年4月6日生まれ）

父　後藤康秀さん・母　法子さん（鳳来・長篠西）

集
ま
れ
!
ち
び
っ
子
広
場
に
登
場
す
る「
ち
び
っ
子
」を

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

いたずら大好き！
お兄ちゃんの帽子似合うでしょ

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　
②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　　
⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6

時
30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

蒼介くん

・
C
O
P
10
関
連

　

千
枚
田
視
察
公
式
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

・
海
老
小
学
校　

４
週
目

・
ニ
ュ
ー
ス　

庭
野
子
供
歌
舞
伎

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6

   hisho
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.lg

.jp

秘
書
広
報
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‐
7
6
2
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‐
7
2
9
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司
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岡
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梶
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仁
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市
制
５
周
年
を
記
念
し
、
10
月
１
日

（金）
付
で
、

市
の
花
に
「
サ
サ
ユ
リ
」
、
市
の
木
に
「
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
」
、
市
の
鳥
に
「
コ
ノ
ハ
ズ
ク
」
、
市
の
石
に
「
松

脂
岩
」
、
市
の
カ
エ
ル
に
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

制
定
理
由

市
の
花
「
サ
サ
ユ
リ
」

　
　

サ
サ
ユ
リ
は
、
笹
に
似
た
葉
が
特
徴
で
、
香
り

　

も
よ
く
、
初
夏
の
山
里
に
薄
桃
色
の
清
楚
な
花
を

　

咲
か
せ
る
。
市
民
に
昔
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
花
で

　

あ
る
。

市
の
木
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」

　
　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
日
本
を
代
表
す
る
野
生
の
桜

　

で
、
寿
命
が
長
く
市
内
に
多
く
自
生
し
て
い
る
。

　

大
木
、
名
木
も
多
く
、
葉
が
出
る
と
同
時
に
花
が

　

咲
き
、
花
見
の
名
所
・
新
城
市
を
代
表
す
る
桜
で

　

あ
る
。

市
の
鳥
「
コ
ノ
ハ
ズ
ク
」

　
　

コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
、
声
の
仏
法
僧
と
も
言
わ
れ
、

　

毎
年
初
夏
の
新
城
市
に
到
来
し
て
鳴
く
夏
鳥
で
あ

　

る
県
の
鳥
で
も
あ
り
、
鳳
来
寺
山
か
ら
の
ラ
ジ
オ

　

の
実
況
放
送
で
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

市
の
石
「
松
脂
岩
」

　
　

松
脂
岩
は
、
日
本
の
地
質
百
選
に
選
ば
れ
た
鳳

　

来
寺
山
を
代
表
す
る
岩
石
で
、
松
脂
の
よ
う
な
光

　

沢
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
鳳
来
寺
山

　

か
ら
棚
山
に
か
け
て
の
分
布
は
国
内
最
大
で
あ
る
。

市
の
カ
エ
ル
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」

　
　

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
市
内
山
間
部
の
森
に
生

　

息
し
、
水
田
や
池
に
か
か
る
木
の
枝
先
に
、
泡
状

　

の
卵
塊
を
作
る
。
森
と
水
の
豊
か
な
新
城
市
を
象

　

徴
す
る
生
き
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
旧
市
町
村
で
指
定
さ
れ
て
い
た
花
や
木
、

ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
候
補
と
な
っ
た
花
、
木
、

鳥
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
市
民
に
と
っ
て
大
変
親

し
み
が
あ
り
、
愛
着
の
あ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

花
や
木
、
鳥
に
つ
い
て
も
、
市
の
花
・
木
・
鳥
な
ど

と
と
も
に
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

講
談
師
の
宝
井
琴
調
氏
を
お
招

き
し
、
長
篠
の
戦
い
に
ま
つ
わ
る

創
作
講
談
を
も
み
じ
ま
つ
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と

し
て
行
い
ま
す
。

　

11
月
６
日

（土）

　

午
後
１
時

　

鳳
来
寺
高
校
体
育
館

　

長
篠
の
戦
い
創
作
講
談

　

無
料
・
当
日
入
場
可

　

鳳
来
寺
バ
ス
停
付
近
か
ら
石
段

の
登
り
口
ま
で
の
表
参
道
を
、
や

わ
ら
か
い
ろ
う
そ
く
の
灯
り
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
。
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
当
日
は
夜
店
な
ど
も
出

る
予
定
で
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
表
参
道
を
一
緒

に
作
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
20
日

（土）
、
27
日

（土）　

　

12
月
４
日

（土）

　

午
後
４
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

表
参
道

　

観
来
館
（
千
の
灯
火
本
部
）

　

長
時
間
と
も
せ
る
ろ
う
そ
く
を

　

竹
筒
に
入
れ
て
表
参
道
沿
い
に

　

並
べ
ま
す
。
当
日
参
加
も
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ン
と
な
る
会
場
で
は
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
鳳
来
寺
小
学
校

合
唱
・
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
演
奏
な
ど
）

や
物
産
展
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

例
年
大
好
評
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
は

今
年
度
も
実
施
！
豪
華
景
品
を
準

備
し
て
、
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
表
参
道
の
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

名
前
は
知
っ
て
い
て
も
よ
く
は
知

ら
な
い
「
鳳
来
寺
山
表
参
道
」
。

体
験
す
れ
ば
、
こ
れ
で
あ
な
た
も

表
参
道
通
!?

 

11
月
23
日

（祝）

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

鳳
来
寺
山
一
帯

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
物
産
展
、

　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
ク
イ
ズ
ラ
リ

　

ー
な
ど

※
当
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

　

時
ま
で
表
参
道
に
交
通
規
制
が

　

敷
か
れ
、
車
の
通
行
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

「
イ
・
マ
エ
ス
ト
リ

　

鳳
来
寺
表
参
道
手
創
り
ま
つ
り
」

　

11
月
13
日

（土）
、
14
日

（日）

　

旧
門
谷
小
学
校

　

ア
ー
ト
作
品
展
示
な
ど

※「
イ
・
マ
エ
ス
ト
リ
」
と
は
、

　

イ
タ
リ
ア
語
で
芸
術
の
巨
匠
た

　

ち
に
対
す
る
敬
称
で
す
。

「
戦
国
グ
ル
メ
街
道

　
　
　
　

新
商
品
発
表
会
」

　

11
月
18
日

（木）

　

午
前
11
時
30
分

　

雲
竜
荘
（
仏
法
荘
）

　

戦
国
グ
ル
メ
街
道
の
新
商
品
発

　

表
会
お
よ
び
バ
イ
キ
ン
グ
試
食

　

会

　

100
人

　

無
料

事
前
受
け
付
け

　

10
月
31
日

（日）
ま
で

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
も

　

先
着
30
人
限
定
で
ご
参
加
い
た

　

だ
け
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
に
灯
す
湯
谷
の
あ
か
り
」

　

11
月
毎
週
土
・
日
曜
日

　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

　

ろ
う
そ
く
イ
ベ
ン
ト

　

湯
谷
温
泉
街

　

無
料

361
票

118
票

77
票

38
票

291
票

101
票

145
票

198
票

391
票

63
票

180
票

127
票

492
票

67
票

35
票

772
票

115
票

738
票

151
票

40.8
％

13.3
％

8.7
％

4.3
％

32.9
％

11.2
％

16.1
％

22.0
％

43.5
％

7.0
％

20.0
％

14.1
％

54.6
％

7.4
％

3.9
％

87.0
％

13.0
％

83.0
％

17.0
％

875
票

378
票

486
票

187
票

706
票

546
票

423
票

693
票

910
票

109
票

696
票

514
票

1041
票

276
票

157
票

2460
票

222
票

1653
票

1028
票

33.2
％

14.4
％

18.5
％

7.1
％

26.8
％

20.4
％

15.8
％

25.8
％

33.9
％

4.1
％

25.9
％

19.2
％

38.8
％

10.3
％

5.8
％

91.7
％

8.3
％

61.7
％

38.3
％

市
の
花

　

サ
サ
ユ
リ

　

サ
ギ
ソ
ウ

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

　

ミ
カ
ワ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

　

ヤ
マ
ユ
リ

市
の
木

　

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

　

ウ
メ

　

ス
ギ

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ

市
の
鳥

　

ウ
グ
イ
ス

　

カ
ワ
セ
ミ

　

コ
ノ
ハ
ズ
ク

　

メ
ジ
ロ

　

ヤ
マ
セ
ミ

市
の
石
「
松
脂
岩
」

　

適

　

不
適

市
の
カ
エ
ル「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」

　

適

　

不
適

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

市の鳥「コノハズク」

市の石「松脂岩」 市のカエル「モリアオガエル」

市の花「ササユリ」 市の木「ヤマザクラ」

鳳来寺山
もみじまつりもみじまつり

観光課　　　　32‐1985
市観光協会　　32‐0022

企
画
課

　
23
‐
7
6
2
0

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

そ
の
ほ
か
の
催
し

千
の
灯
火

〜
鳳
来
寺
表
参
道
万
灯
〜

秋
深
ま
る「
も
み
じ

ま
つ
り
」メ
ー
ン
の
日

１１月６日（土）～１２月４日（土）１１月６日（土）～１２月４日（土）

石
段
を
登
り

　

歴
史
を
巡
る
旅
に
出
よ
う

一
般
市
民　
　

小
・
中
学
校

し　

が
ん

し
ょ
う

た
か
ら
い 

き
ん
ち
ょ
う

み
に
こ
ん
か
ん

と
う

か
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「
新
城
市
森
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

森
林
課　
　

32
‐
1
9
7
5

森林課　　32‐1975

　

来
年
４
月
か
ら
新
規
に
保
育
を

希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
入
園
受
け

付
け
お
よ
び
面
接
を
行
い
ま
す
。

対
象
児

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
事
情
に

　

よ
り
昼
間
家
庭
で
保
育
が
で
き

　

な
い
た
め
、
平
成
23
年
４
月
１

　

日
か
ら
新
規
に
保
育
を
希
望
さ

　

れ
る
乳
幼
児

入
園
申
込
書
の
配
布

　

11
月
1
日

（月）
か
ら
各
保
育
園
、

　

児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
お
渡

　

し
し
ま
す
。

入
園
申
し
込
み
の
手
続
き

　

入
園
申
し
込
み
の
手
続
き
は
、

　

入
園
申
込
書
の
提
出
と
、
お
子

　

さ
ん
の
面
接
が
必
要
で
す
。
入

　

園
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え

　

て
、「
受
け
付
け
お
よ
び
面
接
日

　

程
」に
合
わ
せ
、
入
園
を
希
望
す

　

る
保
育
園
へ
お
子
さ
ん
と
一
緒

　

に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

※
各
保
育
園
の
「
受
け
付
け
お
よ

　

び
面
接
日
程
」
の
期
間
で
申
し

　

込
み
が
で
き
な
い
方
は
、
12
月

　

13
日

（月）
か
ら
24
日

（金）
ま
で
の

　

間
に
希
望
保
育
園
ま
た
は
児
童

　

課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

　

地
域
振
興
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。（
閉
庁
日
を
除
く
）

　

児
童
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
振
興
課
で
手
続
き
を

　

し
た
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面

　

接
日
程
の
調
整
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希

　

望
し
た
保
育
園
に
入
園
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
城
市
森
づ
く
り
基
本
計
画

と
は

　

市
で
は
豊
か
な
森
林
環
境
や
森

林
資
源
を
次
世
代
に
継
承
し
、
住

み
良
い
地
域
と
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21

年
４
月
に
「
新
城
市
森
づ
く
り
基

本
条
例
」
を
制
定
し
て
、
森
林
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な

発
揮
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

新
城
市
森
づ
く
り
基
本
計
画
（
以

下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
）
は
、

条
例
に
基
づ
き
、
森
づ
く
り
に
関

す
る
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
す
。

基
本
計
画
の
目
標

　

基
本
計
画
の
実
施
期
間
（
平
成

23
年
度
〜
32
年
度
）
を
人
工
林
の

健
全
化
を
果
た
す
た
め
の
10
年
間

と
位
置
付
け

経
営
林
と
環
境
林
を
区
分
け
し
た

森
林
施
業
を
行
い
、
間
伐
が
必
要

な
す
べ
て
の
人
工
林
を
健
全
化

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
森
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

重
点
施
策

　

計
画
期
間
内
（
平
成
23
年
度
〜

32
年
度
）
に
実
施
す
る
重
点
施
策

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
、
森
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
間
伐
の
推
進

②
齢
級
構
成
の
適
正
化
・
健
全
化

③
森
林
施
業
の
効
率
化

④
木
材
利
用
の
促
進

⑤
人
材
の
育
成

⑥
市
民
の
森
づ
く
り
活
動
の
促
進

⑦
地
域
集
約
化
計
画
づ
く
り　

※
基
本
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

森
づ
く
り
の
将
来
像

森
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

「
豊
か
な
森
林
環
境
、
森
林
資

源
を
次
世
代
に
継
承
し
、
住
み
良

い
地
域
を
つ
く
る
」
と
い
う
目
的

を
達
成
す
る
た
め
の
森
づ
く
り
の

基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
し

ま
す
。

①
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮

　

さ
れ
る
森
づ
く
り

②
木
材
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進

　

す
る
森
づ
く
り

③
森
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

④
地
域
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

　

森
づ
く
り

平
成
23
年
度 

保
育
園
入
園
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

千郷中保育園

東郷東保育園

千郷西保育園

東 部 保 育 園

東郷中保育園

鳳来西保育園

長 篠 保 育 園

宇 利 保 育 園

大 野 保 育 園

山吉田保育園

中 央 保 育 園

城 北 保 育 園

千郷東保育園

吉 川 保 育 園

東郷西保育園

鳳 来 保 育 園

作 手 保 育 園

11月29日(月)

〃

11月30日(火)

〃

12月 1日(水)

〃

12月 2日(木)

〃

12月 3日(金)

〃

12月 6日(月)

〃

12月 7日(火)

〃

12月 8日(水)

〃

12月 9日(木)

午前9時30分～11時

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時30分

午後2時～3時

午前9時30分～11時

午後2時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後2時～3時30分

午前9時30分～11時

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後2時～3時

午前9時30分～11時30分

午後2時30分～3時30分

午前10時～11時30分

保育園（受付場所） 受　　付　　日　　時

受け付けおよび面接日程

◆通常保育
　平　日：午前8時～午後4時
　土曜日：午前8時～正午　　　　　
　対象園：全園
◆延長保育
　（通常保育時間を延長して長時間の保育が必要な場合）
　平　日：午前7時30分～午後7時
　土曜日：午前7時30分～午後1時30分
　対象園：中央、城北、千郷東、千郷西、長篠、
　　　　　作手の各保育園
　平　日：午前7時30分～午後5時30分
　土曜日：午前7時30分～午後0時30分
　対象園：千郷中、東郷東、東郷中、東郷西、
　　　　　東部、宇利、吉川、鳳来、鳳来西、
　　　　　山吉田、大野の各保育園

◆対象児童
　おおむね生後6カ月を超え満１歳に満たない乳児
◆対象園 
　中央、城北、千郷東、東郷中、長篠、作手
　の各保育園

◆対象児童
　障がいの程度が軽度または中程度で、集団保育が
　可能なおおむね4歳以上の幼児
◆対象園
　全園　　　　　　　　

保育時間

保　 育 区　　　　　　　　分

乳児保育
(0歳児)

障がい児
保　　育

保育の内容（予定）

児
童
課　
　
　
�

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課　
�

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課　
�

37
‐
2
2
7
9

 「森林・林業に対し理解と関心
を深めて、木工工作を通じ身近な
“ 木

”
を感じよう！」をテーマに

’10木トピアをつくで祭りと同時
開催します。
   11月14日（日）
　午前10時～午後3時
   鬼久保ふれあい広場
   ・木工工作
   ・ウッディクラフト
　・木の葉のしおりづくり
　・木の粘土での鉛筆づくり
　・木のペンダントづくり
　・三河材製品販売
　・乾燥椎茸販売
　・小型林業機械販売
　・ブルーベリー苗木無料配布
　・竹とんぼ無料配布など
   どなたでも
   無料
※内容が一部変更になる場合があ   
   ります。

育
成
と
共
生

し
ん
し
ろ

　
未
来
の
森　
づ
く
り

「
人
工
林
の
健
全
化
」

に
な

も く
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文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

総
合
政
策
部　
　

23
‐
7
6
7
3

　「新城市自治基本条例を考える市民会議」では、市のルールブックとも憲法ともいわれる条例

「自治基本条例」の制定に向け、まず、新城市民が新城市で元気に幸せに暮らしていくためには

どんなことが必要か、どんな仕組みが必要かを皆さんのご意見を聞きながら検討しています。

　今回から3回に分け６月12日（土）に開催した「まちづくり大茶話会（カフェ）・しんしろ」の約

100人の市民の方の声をご紹介します。

《イメージ》
　「ありがっさま」「どういたしまして」が言える、安心・安全、のどか、きれい、記憶のつまった
まち、誇りに思える、帰ってきてみたくなる、笑顔いっぱい、健康、不安なく暮らせるまち、心身
ともに豊か、弱者にやさしい、静かなまち、助け合える、素直に語り合える、みんなが参加、お互
いを認め合う、魅力あるまち、地域住民が一つ、きまりや約束を守る地域、楽しいまち、人間関係
が良い、声かけ、人が親切（ゆとり）、など
《自然・歴史・文化》
　作手・鳳来・新城の歴史、自然を生かした地域の資源が循環、ホール、文化的な催し物、町の中
にも緑、古宮城、文化など独自性を生かした持続可能なまち、都会人が自然を求めて何回も訪れる、
自然と心が豊かなまち、文化度の高いまち、音楽がきこえるまち、水がきれいなまち、豊かな自然
環境、水に恵まれたまち豊川流域、など
《子ども・若者・老人・弱者》
　安心して子どもを生み育てられる、子どもが安全に遊べる場所、子どもの笑い声が聞こえるまち、
子どもたちによい思い出を、子どもたちが元気なまち、老人も子どもも安心して住める、老いても
楽しいと思えるようなまち、自分の子どもに住まわせたくなるようなまち、元気な若者が多いまち、
弱い立場の方々の笑顔、各年代の方が住み続けられる、青年会議所に所属するメンバーの多いまち、
２世代、３世代家族の形成が可能なまち、など
《地域》
　心の通う地域社会、誰でも気軽に受け入れてくれる、近所付き合いのできるまち、いつも楽しく
お付き合いのできるまち、住んでいる方がちょっとおせっかいなまち、行事が多いがおもいやりが
ある、お祭り行事の見直し、地域格差が無く地域の突出したものを他の地域にアピールできるよう
な人たちが集まったまち、住民個人・地区（行政区）がいきいきしている、集落がまとまっている、
隣地区の合併が急務　コミュニティが活発なまち、など
《医療・防災》
　公共交通機関で病院に通える、救急車OK、患者OK、災害の心配がないまち、通院の足確保、最低
限の医療・介護・施設、産婦人科医、など
《生活》
　買い物しやすい、交通の便が良い、働きやすい職場、仕事がある、日常生活が便利、食・住が安
心できるまち、衣（医）、食、住、農業、地元でとれたものをおいしく食べたい、地産地消でおいし
いもの、体力作りができる、人とのつながりがあるまち、友人が多くいる、気やすく住める、公共
交通網などの充実し周辺都市へのアクセスが良いまち、生活圏がコンパクト、便利（仕事　近距離
で通勤できる職場、生活…買物など身近でできる）、など
《産業・施策》
　工業、商業、農林業、観光、サービスのバランスのとれた市、財政と心の豊かなまち、地域産業（農
業、林業、商業、工業）の地域循環、歓楽街、新しいことを取り入れるリーダー、人材の育成、観光
ボランティア、行政の職員が親切な対応のまち、旧市町村が心を一つにして頑張る、税金の安いまち、
市街化区域の見直しをして若い人が定住できるような安い宅地の提供、保育園等の定員増、企業の
誘致、観光客でにぎわっている、など
《そのほか》
　今でも十分に住み続けたい、など

「
ま
ち
づ
く
り
大
茶
話
会（
カ
フ
ェ
）・
し
ん
し
ろ
」

特
別
展
協
賛
歴
史
講
演
会

　

徳
川
家
康
の
長
女
「
亀
姫
」
は
、
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
後
、

長
篠
城
主
で
あ
っ
た
奥
平
貞
昌
（
信
昌
）
と
結
婚
し
、
５
人
の
子

ど
も
に
恵
ま
れ
、
現
在
の
新
城
市
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
亀
姫
の
強
さ
と
弱
さ
に
焦
点
を
当
て
、

岐
阜
光
国
寺
に
残
る
遺
品
、
御
津
大
恩
寺
、
京
都
久
昌
院
、
中
津

自
性
寺
か
ら
の
品
々
で
岐
阜
加
納
に
お
け
る
晩
年
の
亀
姫
を
紹
介

し
ま
す
。

　

一
般　
　
　
　

300
円
（
20
人
以
上
の
団
体　

200
円
）

　

小
・
中
学
生　

100
円
（
20
人
以
上
の
団
体　

50
円
）

※
市
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
分
家
桑
名
家
（
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
当
主
、
桑
名
豊
山
）

の
、
先
祖
か
ら
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
赤
穂
浪
士
の
忠
臣
蔵
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
刃
傷
事
件
「
浄

瑠
璃
坂
の
仇
討
ち
」
の
秘
伝
書
「
報
讐
録
」
や
、
明
治
時
代
に
な
り
、
慶
應
義
塾
大
学
の

姉
妹
校
と
し
て
中
津
に
開
設
さ
れ
た
「
中
津
市
学
校
」
設
立
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般　
　
　
　

210
円
（
20
人
以
上
の
団
体　

160
円
）

　

小
・
中
学
生　

100
円
（
20
人
以
上
の
団
体　

50
円
）

※
市
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料

「
忠
臣
蔵
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

　

奥
平
家
の
内
紛
‐
浄
瑠
璃
坂
の
仇
討
‐
」

　

11
月
13
日
（土）

　

午
後
２
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　

館
長　

山
内
祥
二

　

70
人

　

無
料

　

前
日
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
保
存
館
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

秋
の
特
別
展
開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
期
間
／
10
月
27
日

（水）
〜
11
月
29
日

（月）

◎
開
館
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
◎
休
館
日
／
11
月
2
日

（火）
・
9
日

（火）
・
16
日

（火）

新
城
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
③

設
楽
原
歴
史
資
料
館　

特
別
展

「
岐
阜
加
納
の
亀
姫
」〜
そ
の
強
さ
と
弱
さ
〜

〔第１話〕ずっと住み続けたくなる“しんしろ”って、どんなまちだろう？

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館　

特
別
展

奥
平
家
家
老　

桑
名
家
の
系
譜
〜
仇
討
と
教
育
〜

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�

22
‐
0
6
7
3

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

�
 

32
‐
0
1
6
2

hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

伝　亀姫使用長刀（京都市／久昌院蔵）

報讐録（桑名信吉氏蔵）

亀姫像（岐阜市／光国寺蔵）

※
写
真
提
供
／
岐
阜
市
歴
史
博
物
館

こ
う
こ
く

じ

だ
い
お
ん

じ

き
ゅ
う
し
ょ
う
い
ん

くわ な しんきち

じ

し
ょ
う

じ

に
ん
じ
ょ
う

る　

り　

ざ
か

ほ
う
し
ゅ
う
ろ
く

ほ
う
ざ
ん

じ
ょ
う



11 2010／11 102010／11

自
然
観
察

「
秋
の
雨
生
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

hri-hakubutukan1@
city.shinshiro.lg.jp

広
告

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

児
童
課

　

23
‐
7
6
2
2

市
民
病
院
小
児
科
外
来

　

22
‐
２
１
７
１
（
代
表
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

【
に
こ
に
こ
】

第
7
回

　

11
月
５
日

（金）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　

「
消
防
士
さ
ん
と
一
緒
！
」

　

誤
飲
時
の
対
処
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　

い
方
の
講
習

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

無
料

　

参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　

で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

　

12
月
５
日

（日）

　

午
後
３
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
リ
フ

　

レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

出
演

　

伊
藤
昌
司
（
ピ
ア
ノ
）

　

か
と
う
え
い
子（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）

　

名
古
路
一
也
（
ベ
ー
ス
）

　

砂
掛
裕
史
朗
（
ド
ラ
ム
）

　

大
人　
　
　
　

１,
５
０
０
円

　

小
・
中
高
生　

１
,

０
０
０
円

　

11
月
20
日

（土）
〜
23
日

（火）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

博
物
館

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
特

　

売
、
鉱
物
、
化
石
販
売
、
宝
石

　

さ
が
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

　

高
校
生
以
上 
　
　
　
　

210
円

　

小
・
中
学
生 
　
　
　
　

100
円

　

平
成
23
年
１
月
16
日

（日）

※
雨
天
決
行

　

新
城
総
合
公
園
と
周
辺
一
般
公

　

道
種
目

　

小
学
生　
　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

中
学
生　
　

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

一
般　
　
　

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

競
技
の
部

　

一
般　
　
　
　

２,
０
０
０
円

　

高
校
生　
　
　

１,
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　
　
　

500
円

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

　

一
般　
　
　
　

１,
５
０
０
円

　

高
校
生　
　
　

１,
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　
　
　

500
円

申
込
期
間

　

11
月
１
日

（月）
〜
30
日

（火）

※
こ
の
大
会
は
、
平
成
23
年
度

　

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

　

大
会
新
城
市
代
表
選
考
大
会
の

　

一
つ
で
す
。

　

11
月
21
日

（日）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　

歴
史
の
小
径
を
巡
る
約
10
キ

　

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

大
人　
　
　
 
 
 
 
　

500
円

　

小
・
中
学
生　
 
 
 
 

300
円

申
込
期
間

 

10
月
20
日

（水）
〜
11
月
16
日

（火）

 

指
定
の
参
加
申
込
書
で
参
加
料 

　

を
添
え
て
、
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
課

　

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。
（
現
金
書
留
ま
た
は
定

　

額
小
為
替
可
）
参
加
申
込
書
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

完
歩
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
「
飛

　

び
賞
」
で
特
産
品
な
ど
の
賞
品

　

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

児
童
館
ま
つ
り
で
は
、
人
形
劇
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
工
作
な
ど
楽

し
い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
主
催
の
子
育

て
応
援
広
場
も
同
じ
会
場
で
開
催

し
ま
す
。
子
育
て
や
子
ど
も
の
病

気
に
関
す
る
相
談
に
、
市
民
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
の
知
識
を
生

か
し
分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

11
月
13
日

（土）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

　

長
篠
字
日
焼
９
‐
２

　
　

32
‐
３
２
２
１

市
民
文
化
展

　

11
月
３
日

（祝）
〜
５
日

（金）

　

午
前
９
時

　

文
化
会
館

　

書
道
、
絵
画
、
水
墨
画
、
写
真
、

　

短
歌
、
俳
句
、
盆
石
、
和
紙
の

　

花
、
ち
ぎ
り
絵
、
生
け
花
、
盆

　

栽
、
菊
花
、
き
も
の
帯
結
び

市
民
芸
能
祭

　

11
月
３
日

（祝）

　

午
前
９
時

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

大
正
琴
、
し
の
笛
、
太
鼓
、
長

　

唄
、
マ
ジ
ッ
ク
、
舞
踊
、
民
踊
、

　

民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
お
こ
と
、

　

吟
剣
詩
舞
、
ダ
ン
ス
、
覇
城
太
鼓

　

無
料

秋
の
市
民
茶
会

　

11
月
３
日

（祝）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

文
化
会
館
304
会
議
室（
宗　

流
）

　

和
室
（
南
坊
流
）　

　

前
売　

二
席　
　
　
　
　

800
円

　

当
日　

一
席　
　
　
　
　

500
円

※
お
茶
券
取
り
扱
い

　

茶
華
友
の
会
（
今
泉
）

　
　

23
‐
３
２
６
６

　

11
月
６
日

（土）

　

午
前
９
時
30
分

　

（
受
付
‥
午
前
９
時
15
分
）

※
雨
天
中
止

　

曽
根
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
中

　

宇
利
）

　

秋
の
花
や
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

　

ら
珍
し
い
岩
石
を
探
し
に
…
。

　

ど
な
た
で
も

　

40
人
程
度

　

100
円
（
保
険
料
な
ど
）

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

　

11
月
２
日

（火）
ま
で
に
直
接
ま

　

た
は
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
服
装
、
軽
食
、

　

飲
み
物
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

 

新
城
市
内
各
地
で
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
村
歌
舞
伎
。
市
無

形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
る
村
歌
舞

伎
が
文
化
会
館
で
一
同
に
会
し
ま

す
。

　

23
回
を
数
え
る
定
期
公
演
で
、

プ
ロ
顔
負
け
の
芝
居
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

11
月
14
日

（日）

　

開
場　

午
前
10
時

　

開
演　

午
前
10
時
30
分

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

口
上
（
臼
子
歌
舞
伎
）

　

一
、
弁
天
娘
女
男
白
浪
―
浜
松

　
　
　

屋
見
世
先
の
場

　
　
　

（
鳥
原
歌
舞
伎
）

　

二
、
弁
天
娘
女
男
白
浪
―
雪
の

　
　
　

下
蔵
前
の
場

　
　
　

（
新
城
若
鮎
歌
舞
伎
）

　

三
、
弁
天
娘
女
男
白
浪
―
稲
瀬

　
　
　

川
勢
揃
い
の
場

　
　
　

（
新
城
子
供
歌
舞
伎
）

　

四
、
一
谷
嫩
軍
記
―
熊
谷
陣
屋

　
　
　

の
場

　
　
　

（
山
乃
手
歌
舞
伎
）

　

全
席
自
由

　

一
般 

　
　
　

１,
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下 
　
　
　
　

500
円

※
未
就
学
児
は
無
料

児
童
館
ま
つ
り

第
９
回　

子
育
て
応
援
広
場

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
博
物
館
47
周
年
感
謝
祭
」

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
０

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〜

ち
ょ
っ
ぴ
り
ジ
ャ
ズ
風
味
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
〜
」

「
新
城
文
化
協
会
写
真
ク
ラ
ブ

 

鳳
来
作
品
展
」

　

会
員
が
四
季
折
々
に
撮
影
し
た

写
真
を
展
示
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の

勉
強
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
１
日

（月）
〜
29
日

（月）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
29
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日
（
祝
日
の
場

　

合
は
翌
日
）

観
来
館
11
月
の
展
示

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

広
告

ス
ポ
ー
ツ
課（
新
城
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
）

　

23
‐
7
6
5
3

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

38
‐
1
4
3
1

第
35
回　

新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
民
文
化
祭

新
城
歌
舞
伎

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／離婚
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★【注目】　メルマガ会員（無料）　大募集中!

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

い

と
う
し
ょ
う
じ

れ
ん
め
ん

な　

こ　

じ　

か
ず

や

さ

か
け
ゆ
う

し

ろ
う

そ
う
へ
ん

は
じ
ょ
う

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば

う

ぶ

さ
ん
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鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

hri-hakubutukan1@
city.shinshiro.lg.jp

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

長
寿
課

　

23
‐
7
6
8
8

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

「
岩
古
谷
山
の
紅
葉
と
岩
壁
の
植
物
」

　

11
月
14
日
（日）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

設
楽
町
岩
古
谷
山

　

市
役
所
仮
庁
舎
前
駐
車
場

　

博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　

30
人

　

大
人　
　
　
　

500
円

　

小
・
中
学
生　

300
円

　

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　

登
山
が
で
き
る
服
装

　

講
師
を
囲
ん
で
気
軽
に
楽
し

く
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

良
く
す
る
術
」
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

　

11
月
19
日
（金）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

文
化
会
館
304
会
議
室

　

（有）
ラ
イ
ツ　

代
表
取
締
役

　

足
立
清
美

氏

　

30
人

　

無
料

　

11
月
15
日
（月）

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

就
学
前
児
童
の
無
料
託
児
有

　

女
性
が
直
面
す
る
相
続
、
離
婚
、

金
銭
な
ど
身
近
な
問
題
を
、
解
決

へ
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
女
性

の
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

11
月
16
日
（火）

　

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

　

②
午
後
２
時
15
分
〜
３
時

　

③
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　

④
午
後
３
時
45
分
〜
4
時
30
分

　

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

　

女
性
４
人

　

予
約
制
で
、
11
月
1
日
（月）
か

　

ら
電
話
で
先
着
順
に
受
け
付
け

　

ま
す
。
（
平
日
の
午
前
8
時
30

　

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

　

相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で

　

す
。

※
次
回
の
法
律
相
談
は
、
平
成
23

　

年
２
月
15
日
（火）
に
実
施
し
ま

　

す
。

　

工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
講
師

が
伝
授
し
ま
す
。

　

11
月
14
日
（日）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

鳳
来
中
央
集
会
所

　

ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　

調
理
師　

浅
田
利
彦

氏

　

男
性
12
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
と
な
り
ま
す
。

　

900
円
程
度
（
材
料
費
込
み
）

　

11
月
10
日
（水）

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　

料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　

め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　

つ
く
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

　

慌
た
だ
し
い
日
々
の
生
活
の
中

に
文
化
活
動
を
取
り
入
れ
、
潤
い

の
あ
る
時
間
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
年
も
市
文
化
協
会
で
は

初
心
者
の
方
を
対
象
に
魅
力
あ
る

講
座
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

デ
ッ
サ
ン
の
基
本
と
水
彩
画

　

11
月
24
日

　

12
月
１
日
、
８
日
、
22
日

　

平
成
23
年
１
月
12
日

　

（
全
水
曜
日
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

　

谷
口
茂
春

氏

　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
16
日
（火）　

や
さ
し
い
津
軽
三
味
線

　

11
月
26
日

　

12
月
10
日
、
24
日

　

平
成
23
年
１
月
14
日
、
28
日

　

（
全
金
曜
日
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

鈴
木
和
人

氏　
　
　
　
　
　

　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
20
日
（土）　

中
高
年
か
ら
始
め
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

　

11
月
16
日
、
30
日

　

12
月
７
日
、
14
日
、
21
日

　

（
全
火
曜
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

　

高
木
よ
し
子

氏

　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
13
日
（土）

は
じ
め
て
の
し
の
笛

　

11
月
18
日
、
25
日

　

12
月
２
日
、
９
日
、
16
日

　

（
全
木
曜
日
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

松
田　

仁

氏

　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
11
日
（木）

や
さ
し
い
絵
手
紙

　

11
月
19
日

　

12
月
３
日
、
17
日

　

平
成
23
年
１
月
７
日
、
２
月

　

４
日

　

（
全
金
曜
日
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

伊
藤
香
織

氏

　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
９
日
（火）

子
供
と
大
人
の
ダ
ン
ス
う
ん
ど
う

　

11
月
20
日
、
27
日

　

12
月
４
日
、
11
日
、
25
日

　

（
全
土
曜
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

馬
渕
紳
行

氏

　

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

11
月
16
日
（火）　

　

会
場
は
す
べ
て
文
化
会
館

　

各
講
座　

１,
０
０
０
円

※
教
材
費
は
実
費

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
２
回
男
性
の
料
理
教
室

「
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

そ
ば
打
ち
体
験
と
新
城
の

食
材
を
使
っ
た
料
理

人
材
育
成
講
座

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
マ
ナ
ー
講
座
」

炭
焼
体
験
教
室

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

文
化
活
動
初
心
者
入
門
講
座

家
族
介
護
教
室

�

35
‐
1
0
0
1

�

35
‐
5
0
1
2

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し

く
、
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　

11
月
20
日
（土）　
　
　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１,
０
5
０
円
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

10
月
18
日
（月）
〜
11
月
４
日
（木）

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　

竹
炭
は
、
部
屋
の
消
臭
・
空
気

清
浄
を
は
じ
め
、
健
康
や
環
境
の

面
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
や
用

途
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飾
り
と
し
て
も
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。

　

材
料
づ
く
り
・
窯
入
れ

　

11
月
16
日
（火）

　

窯
出
し

　

11
月
30
日
（火）

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分

　

明
神
窯
（
八
名
井
）

　

ど
な
た
で
も

※
２
日
通
し
で
参
加
で
き
る
方

　

10
人
程
度

　

300
円
（
保
険
料
・
材
料
費
な
ど
）

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

　

11
月
10
日
（水）
ま
で
に
直
接
ま

　

た
は
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
が
食
べ
ら

れ
る
そ
ば
打
ち
体
験
！
特
産
物
「
八

名
丸
さ
と
い
も
」
を
使
っ
た
一
品
！

新
城
の
お
い
し
さ
を
二
重
に
味
わ

え
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ま
た
、
新

城
産
の
栗
を
使
っ
た
お
菓
子
な
ど
、

お
正
月
料
理
の
一
品
に
生
か
せ
ま

す
。
男
女
問
わ
ず
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

12
月
３
日
（金）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

30
分

　

新
城
青
年
の
家

　

手
打
ち
そ
ば
、
八
名
丸
さ
と
い

　

も
料
理
、
い
が
ぐ
り
き
ん
と
ん

　

な
ど

　

輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

　

25
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

１,
２
０
０
円

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

11
月
22
日
（月）

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

　

具

　

家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

介
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

実
際
に
行
い
な
が
ら
、
分
か
り

や
す
い
お
話
が
聞
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
で
介
護
の
方
法
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

第
１
回

　

11
月
20
日
（土）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

在
宅
介
護
と
医
療
的
ケ
ア
①　

　

〜
食
事
介
助
と
経
管
栄
養
〜

第
２
回

　

12
月
１
日
（水）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

在
宅
介
護
と
医
療
的
ケ
ア
②

　

〜
排
せ
つ
介
助
と
医
療
の
知

　

識
〜

第
３
回

　

12
月
15
日
（水）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

在
宅
介
護
と
医
療
的
ケ
ア
③

　

〜
着
脱
介
助
と
医
療
の
知
識
〜

　

愛
知
新
城
大
谷
大
学

　

愛
知
新
城
大
谷
大
学
短
期
大
学

　

部

　

准
教
授　

大
村
光
代

氏

　

准
教
授　

今
泉
雅
博

氏

　

20
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

11
月
15
日
（月）

　

３
回
連
続
の
教
室
で
す
が
、
１

　

回
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課

�

23
‐
7
6
1
2

�

23
‐
2
0
0
2

jo
h
o
@
city.sh

in
sh
iro
.lg
.jp

農
業
課

�

23
‐
7
6
2
3

�

23
‐
7
0
4
7

秘
書
広
報
課

�

23
‐
7
6
2
3

�

23
‐
7
2
9
6

秘
書
広
報
課

�

23
‐
7
6
2
3

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
11
月
分
〕

h
ish
o
-2
@
city.sh

in
sh
iro
.ig
.jp

秘
書
広
報
課

�

23
‐
7
6
2
3

�

23
‐
7
2
9
6

h
ish
o
-2
@
city.sh

in
sh
iro
.ig
.jp

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

　

市
遺
児
手
当
（
８
〜
11
月
分
）

を
11
月
30
日
（火）
に
振
り
込
み
ま

す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
金
融

機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　

童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

　

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
7
9

お
お
む
ら
み
つ　
よ

あ
さ

だ

と
し
ひ
こ

た
に
ぐ
ち
し
げ
は
る

い

と
う

か

お
り

ま

ぶ
ち
の
ぶ
ゆ
き

あ

だ
ち

き
よ

み

す
ず

き　

か
ず　

と

ま
つ

だ　
　

ひ
と
し

た
か

ぎ

い
ま
い
ず
み
ま
さ
ひ
ろ

い
わ　
ご

や

さ
ん
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生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　

市
で
は
、
平
成
23
年
の
成
人

式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
９
日

（日）

　

午
後
１
時
30
分

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

成
人
式
該
当
者

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

３
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

　

ま
れ
た
方

※
学
校
や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に

　

住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
方
も
、

　

市
の
成
人
式
に
出
席
で
き
ま
す

　

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
、
11
月
26
日

（金）
ま
で
に
生

　

涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

案
内
は
12
月
上
旬
に
該
当
者

　

宛
て
に
発
送
し
ま
す
。

新城図書館 　23‐2333　24‐3415

“気がつけば、もう降りる駅”
10月27日から11月9日は、
               秋の「読書週間」です。
　図書館では“旅”にまつ

わる本を特集します。行

楽本や、旅がテーマの小

説やエッセイ、紀行本を

紹介しますので、どうぞ

ご利用ください。

おすすめ本の紹介
「ストーリー・セラー」
有川　浩／著　新潮社

　小説家の妻とその夫を

めぐる運命の物語２編で

す。夫婦愛の深さに圧倒

され、胸を打たれます。

好きな作家をお持ちの方には特におす

すめです。

「動物の死は、かなしい？－元動物園飼
育係が伝える命のはなし」
あべ弘士／著　

河出書房新社（中学生以上向け）

　元旭山動物園の飼育係

として、動物たちの命を

預かっていた著者だから

こそ伝えられる、“命とは”“生きるとは”に

ついての本です。

「よめるカナ」
山内ジョージ／絵　愛育社

　ユニークな動物文字絵作家の絵本です。

カタカナがどのように動物

に変身しているのか、また

動物たちの何とも愉快な姿

や表情をお楽しみに。

　鳳来・作手各総合支所を通じて下記の

サービスをご利用になり、どうぞ本をお

借りください。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。

後日自宅に郵送。

ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊ま

で鳳来・作手各総合支所へ届けます。

鳳来・作手各総合支所を通じた
サービスのお知らせ

下
水
道
課

　

23
‐
7
6
4
4

税
務
課

　

23
‐
7
6
1
5

へ
き
地
医
療
支
援
室

　

23
‐
7
6
0
2

新
城
税
務
署
総
務
課

　

29
‐
9
9
7
5

新
城
警
察
署　

22
‐
0
1
1
0

下
水
道
使
用
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
の
と
き
に

決
ま
っ
て
診
て
も
ら
っ
て
い
る
お

医
者
さ
ん
は
あ
り
ま
す
か
。

　

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
日

ご
ろ
か
ら
あ
な
た
と
家
族
の
診
療

や
健
康
づ
く
り
を
気
軽
に
相
談
で

き
、
病
気
や
治
療
の
方
法
、
薬
の

こ
と
を
親
切
に
説
明
し
て
く
れ
る

身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。
普
段

の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る
の

で
、
も
し
も
の
と
き
に
安
心
で
す
。

　

ほ
か
の
病
院
と
連
携
し
て
い
る

の
で
、
入
院
や
検
査
が
必
要
な
と

き
な
ど
は
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
選
ぶ
ポ
イ

ン
ト
！

・
自
宅
や
勤
務
地
か
ら
近
く
、
通

　

院
に
便
利
な
こ
と
。

・
患
者
さ
ん
の
話
を
し
っ
か
り
聞

　

い
て
く
れ
て
、
気
軽
に
相
談
し

　

や
す
い
。

・
病
気
や
治
療
の
方
法
、
薬
の
こ

　

と
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

　

明
し
て
く
れ
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
な
専
門

　

医
や
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
く

　

れ
る
。

休
日
・
夜
間
に
こ
ど
も
が
急
な
病

気
で
困
っ
た
ら

・
小
児
救
急
電
話
相
談

　

急
病
の
対
応
に
困
っ
た
と
き
は

看
護
師
・
小
児
科
医
な
ど
に
よ
る

電
話
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
電
話
】♯
８
０
０
０

　

短
縮
番
号
が
使
え
な
い
場
合

　

０
５
２
‐
２
６
３
‐
９
９
０
９

【
相
談
日
】土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　

年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１

　

月
３
日
）

【
受
付
時
間
】午
後
７
時
〜
11
時

・
救
急
医
療
情
報

　

受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
お
探

し
の
場
合
に
、
ど
う
し
て
も
見
つ

か
ら
な
い
と
き
は
「
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
」
へ
。
症
状
に
あ
わ

せ
た
医
療
機
関
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
24
時
間
体
制
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。【
電
話
】
22
‐
1
1
3
3

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成
23
年

７
月
ま
で
に
終
了
し
地
上
デ
ジ
タ

ル
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
を
ど
の
よ
う
に

準
備
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い

方
を
対
象
に
、総
務
省
愛
知
県
テ

レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る「
地
上
デ
ジ
タ
ル
移
行
に
関
す

る
相
談
会
」を
実
施
し
ま
す
。事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。お
近
く

の
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
城
地
区

　

11
月
８
日

（月）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　

市
役
所
東
庁
舎

鳳
来
地
区

　

11
月
９
日

（火）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　

鳳
来
総
合
支
所

作
手
地
区

　

11
月
10
日

（水）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　

作
手
総
合
支
所

　

１
月
以
降
に
建
物
（
車
庫
や
物

置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の
新
築
・

増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し
を
さ
れ

た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
を
相
談
の
上
、

家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

　

家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

笑
顔
を
ふ
た
た
び
つ
な
げ
る
支
援

〜
ご
利
用
く
だ
さ
い
犯
罪
被
害
相

談
窓
口
と
犯
罪
被
害
給
付
制
度
〜

　

警
察
は
各
種
の
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
を
設
け
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
、
そ
の
家
族
・
友
人

の
方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
う
と
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
体

験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
眠
れ
な
い

・
何
も
す
る
気
が
お
き
な
い

・
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

・
感
情
が
わ
い
て
こ
な
い

・
事
件
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い

 

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
え
ば
、
誰
で
も
起
こ
り

え
る
こ
と
な
の
で
す
。
あ
な
た
だ

け
に
起
こ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
か
無
理
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

身
近
に
話
せ
る
方
が
い
な
い
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
、
こ
の
よ
う
な
時
に
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。
警
察
だ
け
で
対

応
で
き
な
い
こ
と
は
、
専
門
の
機

関
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

「
懐
か
し
い
方
、
懐
か
し
い
場
面

を
も
う
一
度
」

　

平
成
20
年
４
月
の
開
局
以
来
、

市
政
番
組
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
出
演
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

秘
書
広
報
課
で
は
、
見
た
か
っ

た
け
れ
ど
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
週
、

も
う
一
度
見
た
い
週
な
ど
、
今
ま

で
に
放
送
し
た
番
組
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し

は
、
１
回
５
日
以
内
で
、
無
料
で

す
。
秘
書
広
報
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動

預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作

さ
せ
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る
な
ど

の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
や
国
税
局
で
は

①
税
金
の
還
付
を
行
う
際
に
は
、

　

事
前
に
還
付
の
通
知
書
を
送
付

　

し
て
い
ま
す
。

②
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
申
告
書
に

　

記
載
し
た
受
取
場
所
に
還
付
金

　

を
振
り
込
み
ま
す
。

③
電
話
に
よ
り
、
「
医
療
費
の
還

　

付
金
が
あ
る
」
「
○
年
分
の
税

　

金
が
納
め
す
ぎ
で
す
」
な
ど
と

　

持
ち
か
け
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

　

を
金
融
機
関
な
ど
の
現
金
自
動

　

預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
誘

　

導
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
「
０
１
２
０
」
で
始
ま
る
フ
リ

　

ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
は
設
置
し

　

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
電
話
な
ど

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
見
す
ご
す
な

 
　

幼
い
子
ど
も
の 

S
O
S
」

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
衣

服
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
、
お
ど

お
ど
し
て
い
る
な
ど
の
サ
イ
ン
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も

た
ち
の
よ
う
す
に
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
で
、
児
童
虐
待
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
市
役
所
な
ど
の
施

設
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
、

児
童
虐
待
防
止
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
児
童
虐
待
に
お
気
づ
き
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
へ
油
類
や
野
菜
く
ず
な

ど
の
異
物
が
流
れ
込
む
と
、
管
が

詰
ま
る
な
ど
の
ほ
か
、
下
水
処
理

場
で
処
理
し
き
れ
ず
、
水
質
や
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
の
台
所
、ト
イ

レ
、洗
面
所
、お
風
呂
な
ど
か
ら
次

の
も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

　

紙
（
水
洗
ト
イ
レ
は
ト
イ
レ
ッ

　

ト
ペ
ー
パ
ー

　

の
み
を
使
い

　

ま
し
ょ
う
）

・
天
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の

　

食
用
廃
油
（
紙
な
ど
に
し
み
こ

　

ま
せ
、
燃
え

　

る
ゴ
ミ
で
出

　

し
ま
し
ょ
う
）

・
野
菜
く
ず
な
ど

　

（
水
切
り
ご
み
袋
な
ど
に
集
め

　

て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し
ま
し

　

ょ
う
）

平
成
23
年
に
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
る
方
へ

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま

し
ょ
う

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に

関
す
る
相
談
会

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方

「
税
務
職
員
」
を
装
っ
た
不
審

な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
政
番
組「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

児
童
課

　

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
7
9

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
7
0
‐
0
7
‐
0
1
0
1

　

０
５
２
‐
3
0
8
‐
３
９
３
０

秘
書
広
報
課

�

23
‐
7
6
2
3

�

23
‐
7
2
9
6

h
ish

o
-2

@
city.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

ありかわ　　ひろし

ひ ろ　し
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こ
れ
か
ら
の
時
期
は
静
電
気
が

た
ま
り
、
火
災
に
つ
な
が
り
や
す

く
な
る
の
で
、
一
層
の
注
意
が
必

要
で
す
。

　

特
に
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
増

え
て
い
る
事
故
が
、
静
電
気
火
災

で
す
。
次
の
６
点
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
車
の
エ
ン
ジ
ン
は
必
ず
止
め
る
。

・
ス
タ
ン
ド
の
敷
地
内
で
の
火
気

　

使
用
は
厳
禁
。

・
給
油
前
に
は
、
静
電
気
除
去
シ

　

ー
ト
に
触
り
、
静
電
気
対
策
を

　

す
る
。

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・
給
油
ノ
ズ
ル
は
奥
ま
で
差
し
込

　

み
、
給
油
が
止
ま
っ
た
後
の
注

　

ぎ
足
し
は
し
な
い
。

・
給
油
キ
ャ
ッ
プ
は
、
忘
れ
ず
閉

　

め
る
。

静
電
気
火
災
の
原
因
と
し
て

・
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
ら
ず
、

　

給
油
を
行
っ
た
。

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
た
た

　

め
、
再
度
静
電
気
が
蓄
積
さ
れ

　

た
。

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
に
入
り
空
気
が
乾
燥
し
、
暖

房
器
具
な
ど
、
火
を
取
り
扱
う
機

会
が
段
々
増
え
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
（火）
か
ら
15
日
（月）

ま
で
の
１
週
間
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
に
も
う
一
度
、

火
元
周
り
や
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
な

ど
の
点
検
を
行
い
、
我
が
家
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語

【
「
消
し
た
か
な
」

　
　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
】

住
警
器
標
語

【
逃
げ
て
よ
！
と

　

ピ
ー
ッ
と
鳴
る
よ　

住
警
器
】

〜
学
べ
る 

遊
べ
る 

体
験
で
き

る
〜

　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意

識
を
高
め
、
地
域
で
力
を
合
わ
せ

て
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
「
あ
い
ち
防
災
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
７
日
（日）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
長
手

　

町
）

主
催

　

県
・
あ
い
ち
防
災
協
働
社
会
推

　

進
協
議
会

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
城
市
・

北
設
楽
地
区
の
緊
急
電
話
119
番

の
受
信
受
付
場
所
が
、
豊
橋
市
中

消
防
署
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

ど
の
電
話
機
か
ら
で
も
、
市
外
局

番
な
し
で
【　

】を
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
と
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

自
宅
や
会
社
の
加
入
電
話
や
公

衆
電
話
か
ら
119
番
通
報
を
受
信

す
る
と
、
通
報
先
の
場
所
が
地
図

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
従
来
よ
り
も

速
く
緊
急
車
両
を
出
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【　

】
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
落
ち
着
い
て
正
確
に
119
番
。

②
住
所
、
世
帯
主
、
目
標
物
、

　

内
容
な
ど
を
詳
し
く
伝
え
る
。

③
自
分
だ
け
で
話
さ
ず
に
、
消

　

防
指
令
セ
ン
タ
ー
員
か
ら
の

　

問
い
掛
け
に
合
わ
せ
て
話
す
。

　

市
お
よ
び
作
手
巴
地
区
自
主

防
災
組
織
の
共
催
に
よ
り
、
防

災
関
係
機
関
の
相
互
協
力
体
制

の
確
立
と
市
民
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
東
海
・
東
南

海
地
震
を
想
定
し
た
地
震
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

11
月
28
日
（日）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

巴
小
学
校
区
一
円
（
会
場　

　

巴
小
学
校
）

防
災
対
策
課

　

22
‐
4
8
0
4

消
防
総
務
課　

22
‐
4
8
0
2

消
防
総
務
課　

22
‐
4
8
0
2

消
防
署　

22
‐
1
1
1
9

県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課

　

0
5
2
‐
954
‐
6
1
9
1

秋
の
火
災
予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す

緊
急
通
報
119
番

　

通
報
に
つ
い
て

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
注
意
点

〜
給
油
事
故
か
ら

　
　
　

身
を
守
れ
〜

あ
い
ち

　

防
災
フ
ェ
ス
タ

新
城
市
地
震
防
災
訓
練

　
　
　

を
実
施
し
ま
す

※このページは、ポルトガル語を話す方のためのものです。

こうほうしんしろ　ポルトガル語版
フレンドシップ継承
交付金対象事業
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新
城
市
地
震
防
災
訓
練

　
　
　

を
実
施
し
ま
す平成19年のようす

１１９

119
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シリーズ第41話

市民病院　総務課　　23‐7852

　

心
臓
を
ポ
ン
プ
と
す
る
と
、
全
身

に
血
液
を
運
搬
す
る
動
脈
は
水
道
管

に
当
た
り
ま
す
。
脳
も
心
臓
も
手
足

も
内
臓
も
体
の
隅
々
ま
で
、
血
液
供

給
の
た
め
に
膨
大
な
本
数
の
水
道
管

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
動
脈
は
柔
ら
か
く
ゴ

ム
ホ
ー
ス
の
よ
う
で
す
が
、
動
脈
硬

化
に
な
る
と
柔
軟
性
を
失
い
さ
び
た

水
道
管
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

一
度
さ
び
た
水
道
管
に
な
る
と
ゴ
ム

ホ
ー
ス
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
の

内
側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
な
ど
が
た
ま
る
こ

と
で
通
り
道
が
狭
く
な
り
、
動
脈
の

弾
力
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態

の
こ
と
で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
喫

煙
、
肥
満
は
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
危

険
因
子
で
す
。
動
脈
硬
化
は
全
身
の

血
管
に
起
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
腹
部
大
動
脈
お
よ
び
下
肢
動

脈
に
狭
窄
や
閉
塞
を
生
じ
る
病
気
の

こ
と
を
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
た
め
、

歩
行
時
に
足
の
し
び
れ
、
痛
み
、
冷

た
さ
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
す

る
と
、
安
静
時
に
も
症
状
が
現
れ
ま

す
。
重
症
の
場
合
、
歩
行
が
困
難
に

な
り
、
放
置
し
て
お
く
と
足
先
が
潰

瘍
（
え
ぐ
れ
）
や
壊
死
（
組
織
が
傷

ん
で
腐
る
こ
と
）
を
起
こ
し
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
四
肢
血
圧
測
定
を
行

い
、
足
関
節
／
上
腕
血
圧
比
（
足
の

血
圧
を
腕
の
血
圧
で
除
し
た
も
の
）

を
測
定
し
ま
す
。
健
康
な
状
態
で
は
、

足
の
血
圧
は
腕
の
血
圧
よ
り
高
い
の

で
、
1.0
以
上
で
あ
れ
ば
正
常
で
す
が
、

0.9
以
下
の
場
合
は
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
を
疑
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る

適
切
な
治
療
を
決
め
る
に
は
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
管
造
影
な
ど
で
「
ど
こ

が
、
ど
の
程
度
狭
く
な
っ
て
い
る
の

か
？
」
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
の
治
療
に
は
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
で
す
。
禁
煙
指
導
や

食
事
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
さ
ら

に
血
管
を
広
げ
る
た
め
に
運
動
療
法
、

内
服
治
療
や
血
管
内
治
療
（
バ
ル
ー

ン
血
管
形
成
、
ス
テ
ン
ト
留
置
術
）

を
行
い
、
ふ
さ
が
っ
た
血
管
の
代
わ

り
の
ル
ー
ト
を
つ
く
る
血
管
再
建
術

（
バ
イ
パ
ス
術
）
な
ど
の
手
術
も
行

い
ま
す
。
最
終
手
段
と
し
て
、
壊
死

に
陥
っ
た
組
織
を
切
断
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

「
足
は
体
に
潜
む
動
脈
硬
化
の
窓
」

と
い
わ
れ
、
多
く
の
場
合
、
足
の
病

変
が
動
脈
硬
化
の
終
末
期
に
現
れ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

足
に
動
脈
硬
化
が
あ
る
場
合
、
心
臓

や
脳
の
動
脈
に
も
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
て
い
る
確
率
は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
（
５

人
に
１
人
）
な
の
で
、
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
（
脳
卒
中
）
を
起

こ
す
恐
れ
も
十
分
あ
り
ま
す
。

　

「
足
の
冷
え
や
し
び
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」
「
歩
い
て
い
て
足
が
痛

く
な
り
、
そ
れ
以
上
歩
け
な
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
「
じ

っ
と
し
て
い
て
も
足
が
痛
く
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」
「
足
先
の
色
が
悪
く
、

傷
が
治
り
に
く
く
な
い
で
す
か
？
」

　

こ
れ
ら
に
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

足
の
調
子
が
お
か
し
い
な
と
感
じ

た
ら
迷
わ
ず
医
師
に
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

間
欠
性
跛
行
シ
リ
ー
ズ
そ
の
②

―
足
は
体
に
潜
む
動
脈
硬
化
の
窓
―

新城市民病院 　血管外科

　　院長　　綿引洋一

あまり連続では歩けなくなり、
休み休みでしか歩けない状態の
こと。

間欠性跛行とは…
かんけつせい は こう

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

（
要
申
請
）

　

11
月
5
日

（金）　

午
前
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

前
立
腺
が
ん

　
　

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

11
月
25
日

（木）
・
12
月
18
日

（土）

　

午
前
実
施
（
乳
が
ん
の
み
一
日

　

実
施
）

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　

前
立
腺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　

で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の

　

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。（
前

　

立
腺
が
ん
の
み
の
受
診
で
き
ま

　

す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診

　

は
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　

を
行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１,
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん 
 
 
 
　
　

300
円

　

乳
が
ん　
　
　

１,
3
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１,
4
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　
　

800
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　
　
　

500
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

　

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

　

一
般
不
妊
治
療（
体
外
受
精
・

　

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

　

不
妊
治
療
）に
要
す
る
費
用

　

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　

不
妊
治
療
を
受
け
夫
婦
の
年

　

間
所
得
金
額
が
730
万
円
未
満

　

の
方

限

度

額　

５
万
円

助
成
期
間　

２
年

　

３
月
か
ら
平
成
23
年
２
月
ま

　

で
の
自
己
負
担
額
を
、
平
成

　

23
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健

　

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
未
接
種

者
に
対
す
る
経
過
措
置
に
つ
い

て
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
２
期

（
９
歳
〜
13
歳
未
満
）
の
方
へ

の
、
２
期
と
１
期
不
足
分
の
接

種
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
再
開
は

11
月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
新
城

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

11
月
4
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

11
月
9
日

（火）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　

活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　

不
安
を
感
じ
て
い
る
方　

　

11
月
９
日

（火）

　

午
後
１
時
30
分

　

妊
産
婦
･
一
般（
成
人
）の
方

　

無
料

　

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　

手
帳

　

11
月
26
日

（金）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
１
月
〜
４
月
生
ま

　

れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保
護

　

者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

12
月
６
日

（月）
、
17
日

（金）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

※
全
２
回
コ
ー
ス

　

糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
、

　

調
理
実
習
、
会
食
、
運
動
講
習

　

30
人

　

500
円
（
1
回
250
円
）

　

11
月
29
日

（月）

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

※
運
動
の
で
き
る
格
好
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

　

12
月
４
日

（土）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

指
導
員
に
よ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

　

ヨ
ガ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

　

産
後
ヨ
ガ
、
妊
婦
・
育
児
体
験
、

　

交
流
会
な
ど

①
妊
娠
15
週
以
降
の
妊
婦
と
そ

　

の
家
族

②
平
成
22
年
７
月
〜
10
月
生
ま

　

れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

①
15
組　

②
10
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

　

水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

11
月
25
日

（木）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

産
前
・
産
後
マ
マ
パ
パ
の

休
日
ふ
れ
あ
い
教
室（
要
申
込
）

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活

改
善
協
議
会
（
担
当 

稲
垣
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

「
う
つ
ら
な
い
」
、

「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
！

◇
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
せ
き
、
く
し
ゃ
み
は
、
口
と

　

鼻
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

◇
せ
き
が
出
る
と
き
は
、
マ
ス

　

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

　

良
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

妊
産
婦
・一
般
歯
科
健
診（
要
申
込
）

23
‐
１
９
８
０

注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
者
に
対
す
る

経
過
措
置
に
つ
い
て

へ

い

そ

く

せ

い

ど

う
み
ゃ
く
こ

う

か

し
ょ
う

わ た ひ き よ う い ち

き
ょ
う
さ
く　

へ
い

そ
く

よ
う

か
い

え　

し

き
ょ
う
し
ん

こ
う
そ
く
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環境課　　23‐7677　23‐8388 生活衛生課　　22‐0521　22‐0554

　

「
し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
認
定
制
度

は
、
市
と
市
民
認
定
審
査
員
が
ご
み
の
減
量
・

資
源
の
再
使
用
・
再
利
用
（
３
Ｒ
）
に
取
り

組
む
販
売
店
の
活
動
を
審
査
・
認
定
す
る
制

度
で
す
。

　

現
在
、
市
内
の
22
の
販
売
店
が
「
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
認
定
店
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
店
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
認
定
店
の
利
用
と
各
店
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
新
た
な
認
定
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
販
売
店
を
営
ま
れ
て
い
る
方
、

３
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
販
売
店
を
ご
存
知

の
方
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
併
せ

て
、
審
査
を
し
て
い
た
だ
く
認
定
審
査
員
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
生
活
衛

生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
野
焼
き
」
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前

②
住
所
③
電
話
番
号
④
写
真
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
）

を
生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地　

生
活
衛
生
課

　

clean-center@
city.shinshiro

.lg.jp

◆講師略歴◆
講師：下村委津子氏のプロフィール
　京都市生まれ、京都市在住。ecoパーソナリティ、NPO法人環
境市民理事、京都グリーン購入ネットワーク事務局スタッフ。
　環境に造詣の深いパーソナリティとしてコーディネータ・司会・
講演活動で活躍。
　また、NPO法人環境市民では、ラジオ番組「環境市民のエコ
まちライフ」をボランティアと企画・放送、「日本の環境首都コ
ンテスト（主催：環境首都コンテスト全国ネットワーク）」に取
り組む。

　

今
年
度
第
２
回
の
市
民
環
境
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

誰
も
が
す
る
「
買
い
物
」
。

　

そ
の
買
い
物
の
仕
方
を
ち
ょ
っ
と
考

え
、
変
え
る
こ
と
で
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
、
も
っ
と
豊
か
に
な
り
ま
す
。
難
し

い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
商
品
選
び
や
お
店
選
び

に
「
環
境
」
と
い
う
視
点
を
加
え
る
だ

け
で
、
暮
ら
し
や
社
会
を
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
に
変
え
て
い
く
の
で
す
。

　

便
利
さ
と
、
も
の
の
諸
費
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
い
本
当
に
豊
か
な
暮
ら
し

が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

今
日
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

12
月
５
日

（日） 

午
後
２
時
〜
４
時

 

文
化
会
館
大
会
議
室

 

下
村
委
津
子

氏

 

ど
な
た
で
も

 

100
人
（
先
着
順
）

 

無
料

申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希
望 

 

　

人
数
を
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が

き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

環
境
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は

も
う
お
済
み
で
す
か

「
市
民
環
境
講
座 

第
２
回
」を
開
催
し
ま
す

買
い
物
で
変
わ
る
！

私
た
ち
の
暮
ら
し

買
い
物
で
変
わ
る
！

私
た
ち
の
暮
ら
し

　

現
在
、
基
準
に
満
た
な
い
焼
却
設

備
で
の
ご
み
の
焼
却
「
野
焼
き
」
は

法
律
（
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
１６
条
の
２
）
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
こ
の
野

焼
き
に
よ
る
苦
情
が
多
く
市
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
な
ど
に
よ
る
復
旧
や
宗
教
上

の
行
事
、
農
業
、
林
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
の
例
外

は
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
な
ど
の
野
焼
き
に
よ
る
煙
の
た
め
に
、

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
」
「
暑
い

日
な
ど
に
窓
を
あ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
な
ど
野
焼
き
が
近
所
の
迷
惑

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
外
と
さ
れ
る
農
業
な
ど
に
よ
る

野
焼
き
で
あ
っ
て
も
、
煙
な
ど
に
よ

り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
に
は
指
導
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
は
環
境
を
汚
染
し

人
や
動
植
物
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
家
庭
ご
み

は
必
ず
可
燃
ご
み
収
集
日
に
指
定
袋

に
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

犬
の
飼
い
主
は
、
生
後

９０
日
を
経
過
し
た
犬
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
予

防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
人

に
も
感
染
し
、
発
病
し
た
ら
ほ
ぼ
100

パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
日
本
で
の
発
生
件

数
は
昭
和
３２
年
以
降
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
海
外
で
は
年
間
約
５
万

人
以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
て

い
て
、
い
つ
国
内
に
ウ
ィ
ル
ス
が
侵

入
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
飼
い
主
が

飼
っ
て
い
る
犬
か
ら
の
感
染
を
予
防

す
る
た
め
に
接
種
し
ま
す
。
狂
犬
病

の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
て
、
飼
い
主

は
責
任
を
持
っ
て
狂
犬
病
予
防
注
射

を
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
店
を
紹
介
し
ま
す

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
店
を
紹
介
し
ま
す

認定された販売店には、
「認定証」（右）を交付します。

エコショップ認定店一覧

譲
り
た
い
も
の

・
冷
凍
庫
（
容
量
85
リ
ッ
ト
ル
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
足
踏
み
ミ
シ
ン　

・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

新城無線
（家電販売）

岡田屋電機商会
（家電販売）

マルブン
（衣料品販売）

ピアゴ新城店
（小売百貨）

日野屋商店
（酒蔵）

寝具の夏目
（家具販売）

渡辺カメラ
（カメラ・現像）

ミドリヤ
（食料品など）

沢田畳店
（畳製造販売）

（株）つくで手づくり村
（農作物販売など）

平田畳店
（畳製造販売）

リオスオジマヤ電気
（家電販売）

（有）伊藤食料品店
〈食彩広場長篠店〉（食料品など）

電化プラザマツシタ長篠店
（家電販売）

岡本屋酒店
（酒類販売）

大林酒店
（酒類販売）

みどり写真館
（カメラ・現像）

かくたけ酒店
（酒類販売）

高木ミシン電気ストア
（家電販売）

auショップ新城
（携帯電話販売）

鈴木達也行政書士事務所
（行政書士事務所）

バロー新城店
（食料品等販売）

栄町

新城
中町

栄町

的場

本町

富沢

新城
中町

緑が丘

平井

市場

本郷

内金下

内金下

内金上

本郷

大野

大野

大野

大野

片山

栄町

野田

Ｒ

Ｒ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲＲ

ＲＲＲ

・販売した商品の修理（リユース）
・商品や容器包装の分別処理など（リサイクル）

・使用済電池のリサイクル（リサイクル）

・販売した商品の修理（リユース）
・商品の切れ端を使ったリサイクル（リサイクル）

・ばら売り・簡易包装の推進（リデュース）
・納品箱の再使用（リユース）
・容器包装のリサイクルなど（リサイクル）

・分離型キャップの採用（リデュース）
・一升びんの回収および再使用（リユース）
・酒粕の販売（リサイクル）
・再生可能な布団の製造販売（リデュース）
・古綿再生の取り組みなど（リユース）
・古綿を畑肥料として還元（リサイクル）

・フィルムケースなどの再使用（リユース）
・使用済みフィルムの分別など（リサイクル）

・レジ袋削減の取り組み（リデュース）
・生きびんの回収・引き渡し（リユース）
・容器包装のリサイクル（リサイクル）
・ごみを出さない店の方針（リデュース）
・畳床の再使用（リユース）
・畳材料の再利用（リサイクル）
・マイバッグ持参の推進（リデュース）
・通い箱の使用など（リユース）
・「おから」の再生利用など（リサイクル）
・古畳、ござなどをごみにしないお店の意識（リデュース）
・古畳の補修など（リユース）
・畳材料の再利用（リサイクル）

・販売した商品の修理（リユース）
・使用済電池のリサイクルなど（リサイクル）

・惣菜のばら売りなど（リデュース）
・仕入れにコンテナなどを利用（リユース）
・白色トレイの回収など（リサイクル）

・販売した商品の修理（リユース）
・使用済電池のリサイクルなど（リサイクル）

・お酒の量り売りなど（リデュース）
・生きびんの回収（リユース）
・チラシに再生紙を使用など（リサイクル）
・包装紙などの簡素化の呼びかけ（リデュース）
・生きびんの回収（リユース）
・店頭に分別ボックスの設置（リサイクル）
・レジ袋の削減（リデュース）
・カメラの修理を推奨（リユース）
・使い捨てカメラなどのリサイクル（リサイクル）

・生きびんの回収（リユース）
・リユースできないびんのリサイクル（リサイクル）

・販売した商品の修理（リユース）
・電球・蛍光ランプのリサイクル回収など（リサイクル）

・待合スペースに不用の絵本などを使用（リユース）
・使用済み携帯電話のリサイクル（リサイクル）

・パソコン画面での表示による紙使用の削減（リデュース）
・リサイクル・リユースコーナーの設置など（リユース）
・廃ダンボールの活用など（リサイクル）
・野菜などのばら売り・簡易包装など（リデュース）
・納品箱の再使用（リユース）
・容器包装のリサイクルなど（リサイクル）

※認定の種類は、３Ｒの取り組み（リデュース：Ｒｅｄｕｃｅ、リユース：Ｒｅｕｓｅ、リサイクル：Ｒｅｃｙｃｌｅ）
   の頭文字の「Ｒ」の数を表しています。

販売店名(業種) 行政区 認定の
種   類 認定した取り組み

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

しも　む ら し　 づ　 こ

し
も
む
ら

し　

づ　

こ
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皆さんからの情報をお待ちしています

文化課　　23‐7655

NPO法人　東三河後見センター
　0533-80-2707

新城・諏訪区

鳶ケ巣山の戦いを考える会（梶村）
　32-2304

秘書広報課　　23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

わがまちの文化財・施設紹介わがまちの文化財・施設紹介

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
新
た
に

２
件
の
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
１
件
が
、
「
見
代
の
オ
ハ
ツ

キ
イ
チ
ョ
ウ
」
で
す
。

　

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
昨
年
度
に
刊
行

を
終
え
た
「
作
手
村
誌
」
の
編
さ
ん
過

程
で
２
年
前
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
イ
チ
ョ
ウ
の

変
種
で
、
葉
に
「
雄
し
べ
」
や
「
雌
し

べ
」
が
で
き
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、

そ
の
た
め
雌
株
に
は
葉
に
「
ぎ
ん
な
ん
」

が
で
き
ま
す
。

　

見
代
に
あ
る
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
は

雄
の
木
で
、
雄
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

は
全
国
で
わ
ず
か
に
３
例
し
か
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
２
本
が
国
指

定
、
１
本
が
山
梨
県
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
昔
か
ら
「
ぎ

ん
な
ん
」
の
な
ら
な
い
木
と

し
て
、
役
に
立
た
な
い
も
の

と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
に
な
っ
て
全
国
的
に
見

て
も
と
て
も
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
市
内
に
は
価

値
の
埋
も
れ
た
貴
重
な
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
こ
れ
は
！
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
教

育
委
員
会
ま
で
情
報
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

　認知症や知的障がい者、精神障がい者など
の障がいにより判断能力が人たちの権利や財
産を守る身近な仕組みとして成年後見制度が
あります。成年後見制度をみんなで学び、み
んなで支えあう地域社会をつくりましょう。
　11月13日（土）   午後２時～４時
   豊川市商工会議所２階ホール
　・成年後見講談
　　　神田織音 氏
　・これからの成年後見制度について
　　　弁護士　斉藤　尚 氏
　無料

　諏訪区では、コミュニティ助成事業
を活用して、新たに整備した集会所に
机や椅子などの備品を整備することが
でき、コミュニティ活動の充実が図ら
れました。
　また、42インチテレビや発電機、投
光機も整備されたことにより、東海・
東南海地震などのさまざまな災害時に、
地域の防災拠点として活躍することも
期待されます。

新城・大海区

　大海区では、コミュニティ助成事業
を活用して、不足していたテーブルや
椅子などの備品を整備しました。館内
にはプロジェクターやポータブルスク
リーン、コピー機などを整備し、会議
や行事に活用しています。
　また、デジタルビデオカメラの整備
によりコミュニティ活動を映像で記録
することが可能となり、コミュニティ
活動がわかりやすい形で保管できるよ
うになりました。

　11月７日（日）
　午前9時30分～午後３時
※雨天の場合は、鳳来開発センター
　で歴史講座を実施
　長篠城址史跡保存館
　長篠城址→鳥居強衛門墓新昌寺→鳥居忠士
　磔死跡→中山砦跡→乗本幕の森（酒井忠次
　陣所跡）→万灯山→三枝兄弟の墓→文化橋
　→長篠城址
　100円（資料代、保険代含む）
※小・中学生は無料
　弁当、飲み物、軍手など
　山歩きができる服装でお越しください。

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

見
代
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

　9月5日（日）、全国電卓競技大会が行われ、新

城高校情報処理部が電卓競技の「高校の部団

体」で大会史上最高得点で優勝しました。〔左か

ら大会に出場した阿部田佳代さん（3年）、鶴田

真由さん（3年）、�橋遥さん（3年）、�河合真利さ

ん（2年）、加藤藍さん（2年）、部員の山口智子さ

ん（2年）、伊藤未彩（1年）〕

�　個人でも3位に入った阿部田さんは「大会史

上最高得点で優勝でき、みんなで頑張れて良か

ったです」と快挙達成の喜びを語っていました。

今
月
の
表
紙

あな
たの
身近
な話題

・とっておきの写真・お知らせ…!!

消えゆく中山砦を歩く会
55

12月１6日まで（毎週木曜日）
午後7時30分～8時30分
西部公民館（ちさと館）
　23-4358（松井） または直接
ちさと館に見学に来てください。

話しかけてみましょう③

一年のことを話しましょう

話しかけてみましょう④

新年会のことを話しましょう

話しかけてみましょう⑤

旅行を話しましょう

話しあってみましょう①

「あしたの予定は？」

話しあってみましょう②

「おげんきですか？」

話しあってみましょう③

「食事に行こう！」

話しあってみましょう④

「どうしたんですか？」

まとめの学習

閉講式

茶話会・手話サークル「イコール」入会手続き・
そのほか

後期手話講習会

日 程

10月

11月

12月

内　　　　　　　容

21日

28日

4日

11日

18日

26日

2日

9日

16日

講 習 内 容

市
指
定
天
然
記
念
物（
植
物
）

平
成
22
年
８
月
26
日
指
定

見
代
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

平成22年度長篠合戦435年記念事業

独立行政法人福祉医療機構
社会振興助成事業

「みんなで学ぼう成年後見制度」

企画課　　23‐7620

宝くじ助成金で、
コミュニティ活動備品を
整備しました
平成22年度（財）自治総合センターによる
コミュニティ助成事業

宝くじ助成金で、
コミュニティ活動備品を
整備しました

掲示板
ホワイトボード

プロジェクター

ポータブル
スクリーン

エアコン

椅子

椅子

机

エアコン

机

かん だ おり ね

さいとう　　 たかし

け

ん

だ

い
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入館者10,000人達成

熱戦が繰り広げられる 戦国の世にタイムスリップ
　防災センターでしんしろ消防防災フェスタが開
催され、県防災航空隊救助訓練やヘリコプターの
展示などを行いました。防災学習ホールでは開催
当日入館者10,000人を達成し、セレモニーイベ
ントが行われました。

9月12日（日）

9月21日（火）

子どもたちが
オーケストラと共演
9月5日（日）
　文化会館大ホールで豊橋交響楽団コンサートを
開催し、市内小・中学生合唱団80人が出演しま
した。「つながろう！響き合おう！山の湊しんし
ろ」と題したコンサートで合唱団は、元気な歌声
を響かせていました。 　新城ラリーが桜淵公園をメーン会場とし、市内

の公道を使用し開催されました。72台もの競技
車が熱戦を繰り広げ、全国各地から21,000人の
観客が観戦に訪れました。

　ふれあいパークほうらいで月見の宴が開催さ
れました。中秋の名月の下、中国琵琶奏者のテ
ィンティンさんによる演奏や長篠陣太鼓・志多
らによる和太鼓の演奏など、天正の昔を偲びま
した。

ご長寿おめでとう
9月2日（木）・6日（月）

9月25日（土）・26日（日）

　市敬老事業として、市長が市内100
歳以上の高齢者を訪問しました。
　市内最高齢の太田ひさのさん（新城・
川田、105歳）は訪問時歌を披露され、
大変元気な姿を見せられていました。

みなと
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

ref.aich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

の
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

小
児
の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

 
 

0
9
0
‐
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0
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‐
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2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事 
 
 

務

製 
 
 

造

全
職
種
計

48
人

33
人

43
人

165
人

499
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の

機
関
の
た
め
す
べ
て
無
料

で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ

　

イ
ス

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談 ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
22
年
8
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談窓口

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第１会議室

鳳来開発センター

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

11/1（月）　午前9時　（要予約）

11/1（月）　午前10時　（要予約）

11/11(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

11/11（木）午前10時～午後3時※8日（月）正午までに要予約

11/26（金）午前10時～午後3時※22日（月）正午までに要予約

11/10（水）、24（水）　午後1時～4時（要予約）

11/4（木）　午後1時～4時

11/17（水）　午後1時～4時

11/8（月）　午後1時～4時

11/12（金）　午後1時～4時

11/10（水）　午後1時30分～3時30分

11/24（水）　午後4時～8時　（要予約）

11/9（火）、24（水）午前10時30分～午後2時30分

11/18（木）　午後6時～8時

11/16（火）　午後1時～4時　（要予約）

11/17（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

11/12（金）、26（金）　午後1時～4時

11/9（火）　午後1時～4時

11/17（水）　午後1時～4時

11/24（水）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

11/6（土）、20（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/13（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/27（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域整備課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

37-2289

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ � 申し込み・問い合わせ

21年 20

30

10

0

1

1

26

32

6

26

33

7

96

92

－4

22年

増減

9月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

183

223

40

3

2

－1

230

280

50

233

282

49

898

921

23

21年

22年

増減

分

累計
9月末
現在

11月11月
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磯部喜章さん
（新城・平井）

帰国まであとわずかのチリをもう少し満喫します
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標高2,800ｍのスキー場でスキー教室（8月）

サンチャゴの街と雪をかぶったアンデス（５月）

サンチャゴ日本人学校で遊ぶ子どもたち

　

南
米
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
日
本
人
学

校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
私
の
住
ん
で

い
る
サ
ン
チ
ャ
ゴ
は
標
高
約
600
メ
ー
ト

ル
の
盆
地
で
す
。
地
中
海
性
気
候
で
10

月
か
ら
５
月
ま
で
の
８
カ
月
間
は
晴
天

の
日
が
続
き
ま
す
。
夏
は
最
高
気
温
が

30
℃
を
超
え
ま
す
が
、
湿
度
は
約
30
％

と
低
く
日
陰
に
入
れ
ば
と
て
も
さ
わ
や

か
で
、
最
低
気
温
は
約
10
℃
な
の
で
熱

帯
夜
も
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
国
し
た
ら

日
本
の
猛
暑
に
耐
え
ら
れ
る
か
心
配
で

す
。

　

冬
に
は
雨
が
降
り
ア
ン
デ
ス
の
山
々

に
は
雪
が
積
も
り
ま
す
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ

日
本
人
学
校
で
は
、
７
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
の
ス
キ
ー
を
楽
し
む
会
、
８
月
に
学

校
行
事
の
ス
キ
ー
教
室
が
あ
り
、
標
高

２,
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
す
。
ア
ン
デ
ス
の
雄

大
な
自
然
を
眺
め
な
が
ら
の
ス
キ
ー
は

最
高
の
気
分
で
す
。
ス
キ
ー
場
ま
で
学

校
か
ら
バ
ス
で
約
１
時
間
10
分
。
日
帰

り
で
も
十
分
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

チ
リ
の
主
要
産
業
は
、
世
界
一
の
産

出
量
を
誇
る
銅
な
ど
の
鉱
業
と
、
養
殖

サ
ー
モ
ン
、
木
材
、
果
物
な
ど
の
農
林

水
産
業
で
す
。
今
年
の
８
月
５
日
に
は
、

チ
リ
北
部
の
鉱
山
で
落
盤
事
故
が
あ
り

ま
し
た
が
、
崩
落
か
ら
17
日
た
っ
て
鉱

夫
33
人
全
員
の
生
存
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
報
道
が
流
れ
る
と
多
く
の
市

民
が
国
旗
を
持
っ
て
街
を
車
で
走
り
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て
祝
福
し
て

い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
チ
リ

が
勝
っ
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
が
、
チ

リ
人
は
愛
国
心
が
強
く
、
ど
ん
な
と
き

で
も
国
旗
が
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
今
年
は

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
か
ら
独
立
200

周
年
で
、
９
月
18
日
に
は
独
立
記
念
日

を
祝
う
祭
典
が
各
地
各
地
で
盛
大
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

チ
リ
の
在
留
邦
人
は
、
企
業
の
駐
在

員
家
族
が
約
１,
０
０
０
人
、
日
系
人
が

約
２,
０
０
０
人
で
す
。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で

は
、
日
本
人
会
や
日
智
商
工
会
議
所
な

ど
の
活
動
が
盛
ん
で
、
私
た
ち
教
員
家

族
も
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
保
護
者
以
外
の
方
と

も
交
流
が
で
き
ま
す
。

　

チ
リ
大
地
震
が
2
0
1
0
年
２
月
27

日
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
源
地
が
サ
ン

チ
ャ
ゴ
の
南
西
325
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
遠

く
、
大
事
に
至
ら
ず
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

帰
国
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
夕
日

に
映
え
る
雪
の
ア
ン
デ
ス
や
、
夜
空
に

輝
く
南
十
字
星
、
安
く
て
お
い
し
い
チ

リ
ワ
イ
ン
、
南
米
楽
器
の
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
、

難
し
い
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
、
チ
リ
を
満

喫
し
て
故
郷
新
城
に
帰
り
ま
す
。

※楽器はチャランゴ

いそ べ よしあき
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